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神
風
の
日
本
に
も
、
今
は
「
プ
ラ
ー
ゲ
旋
風
」
と
や
ら
が
吹
き
ま
く
る
　
　

と
云
っ
て
も
、
楽
壇
人
を
除
い
て
は
「
プ
ラ
ー
ゲ
旋
風
」
と
は
何
か
御
存
じ
の

な
い
向
も
多
か
ろ
う
。

　
楽
壇
人
で
も
「
プ
ラ
ー
ゲ
旋
風
」
と
云
う
名
前
だ
け
は
知
っ
て
い
よ
う
が
、

其
の
正
体
を
理
解
し
て
い
る
人
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
プ
ラ
ー
ゲ
旋
風
が
果

し
て
国
難
的
旋
風
で
あ
る
か
、
楽
壇
啓
蒙
の
薫
風
で
あ
る
か
　
　
そ
れ
と
も
国

辱
的
旋
風
で
あ
る
か
　
　
の
正
体
を
掴
み
、
其
の
捲
き
起
こ
る
原
因
を
究
明
し

て
、
之
に
対
処
し
て
い
た
な
ら
ば
、
今
頃
は
旋
風
一
過
し
て
太
陽
の
慈
光
が
遍

照
し
て
い
よ
う
筈
な
の
に
、
旋
風
が
益
々
力
を
加
え
つ
つ
あ
る
所
を
見
る
と
、

日
本
楽
壇
に
人
無
き
の
嘆
に
堪
え
ぬ
。
此
の
稿
が
楽
壇
啓
蒙
の
一
端
と
も
な
れ

ば
、
筆
者
の
本
懐
は
之
に
過
ぎ
な
い
。

　
　
　
　
　
一
　
プ
ラ
ー
ゲ
旋
風
と
は

　
修
正
ベ
ル
ヌ
条
約
に
対
す
る
音
楽
的
著
作
権
に
関
す
る
留
保
が
昭
和
六
年
七

月
十
五
日
外
務
省
告
示
第
六
〇
号
を
以
て
抛
棄
さ
れ
て
以
来
、
ド
イ
ツ
人
の
ド

ク
ト
ル
・
プ
ラ
ー
ゲ
が
欧
米
各
国
の
外
国
著
作
権
の
日
本
に
於
け
る
管
理
者
と

し
て
、
外
国
著
作
権
の
保
全
と
実
行
の
た
め
、
縦
横
無
尽
に
活
躍
を
始
め
た
。

従
来
外
国
著
作
物
を
縦
横
無
尽
に
利
用
し
て
い
た
楽
壇
人
に
と
っ
て
は
、
之
が

重
大
な
脅
威
と
為
り
、
何
時
の
間
に
か
之
に
プ
ラ
ー
ゲ
旋
風
な
る
尊
称
？
を
与

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
初
に
此
の
尊
称
を
奉
っ
た
の
は
東
京
朝
日
や
読
売
の

記
者
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
　
　
　
　
二
　
無
軌
道
蹂
躙
戦
法

　
プ
ラ
ー
ゲ
旋
風
を
如
何
に
し
て
退
治
し
よ
う
か
と
苦
心
し
た
結
果
、
楽
壇
人

と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
提
携
し
て
実
行
し
た
の
は
、
無
軌
道
の
蹂
躙
戦
法
で
あ

っ
た
。
楽
壇
人
が
一
致
し
て
プ
ラ
ー
ゲ
管
理
の
楽
曲
に
対
し
一
文
も
使
用
料
を

支
払
わ
ず
、
滅
茶
苦
茶
に
其
の
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
に
す
れ
ば
、
プ
ラ
ー
ゲ

も
兵
糧
が
欠
乏
し
て
日
本
国
を
退
去
す
る
で
あ
ろ
う
と
云
う
、
非
日
本
的
な
楽

壇
人
の
脳
味
噌
か
ら
捻
出
さ
れ
た
策
戦
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
東
京
音
楽
協
会
で

は
、
昭
和
九
年
に
な
っ
て
か
ら
、
プ
ラ
ー
ゲ
と
の
従
来
の
協
定
を
破
棄
し
、
プ

ラ
ー
ゲ
の
権
利
を
否
認
す
る
と
云
う
態
度
に
出
て
、
会
員
に
対
し
て
其
の
旨
の

指
令
を
発
し
た
。
其
の
結
果
外
国
著
作
権
の
侵
害
事
件
が
頻
出
す
る
に
至
っ
た

が
、
い
ず
れ
も
裁
判
所
の
仮
処
分
命
令
で
上
演
を
差
止
め
ら
れ
た
り
、
著
作
権

侵
害
の
告
訴
を
受
け
た
り
し
て
、
屈
伏
す
る
の
余
儀
な
き
に
至
っ
た
。

　
東
京
音
楽
協
会
員
の
協
会
に
対
す
る
不
平
と
不
満
と
は
、
漸
く
爆
発
し
そ
う

な
形
勢
に
な
っ
た
。
万
事
協
会
で
責
任
を
持
つ
か
ら
プ
ラ
ー
ゲ
の
権
利
を
否
認

せ
よ
と
の
指
令
を
出
す
も
の
だ
か
ら
、
プ
ラ
ー
ゲ
に
挑
戦
し
た
ら
、
一
た
ま
り

も
な
く
惨
敗
の
苦
杯
を
喫
し
た
。
然
る
に
協
会
で
は
何
等
為
す
所
も
な
く
之
を

傍
観
し
て
い
る
。
こ
ん
な
こ
と
で
は
協
会
頼
む
に
足
ら
ぬ
　
　
と
云
う
声
が
充

満
し
て
、
東
京
音
楽
協
会
な
る
も
の
は
無
為
無
力
に
し
て
無
意
味
な
存
在
と
化

し
、
奥
田
良
三
氏
や
照
井
栄
三
氏
は
、
同
志
を
糾
合
し
て
新
協
会
を
結
成
す
る

と
云
う
よ
う
な
事
態
に
ま
で
発
展
し
た
。

　
　
　
　
　
三
　
白
旗
を
掲
げ
た
読
売
新
聞

　
プ
ラ
ー
ゲ
の
旋
風
退
治
に
最
も
勇
敢
な
の
は
読
売
新
聞
で
あ
っ
た
。
楽
壇
人

の
「
無
軌
道
蹂
躙
戦
法
」
に
相
呼
応
し
て
、
読
売
新
聞
は
昭
和
九
年
三
月
十
五

日
の
其
の
紙
上
に
、
プ
ラ
ー
ゲ
は
パ
リ
の
著
作
権
聯
盟
（
カ
ル
テ
ル
）
の
真
正

の
代
理
人
に
非
ず
し
て
贋
者
な
り
と
の
趣
旨
の
記
事
を
掲
載
し
て
、
楽
壇
人
の

著
作
権
侵
害
を
声
援
し
且
つ
煽
動
し
た
。
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プ
ラ
ー
ゲ
か
ら
名
誉
毀
損
の
告
訴
を
受
け
る
に
及
び
、
百
方
手
を
尽
し
て
応

戦
し
て
い
た
が
、
遂
に
万
策
尽
き
た
。
東
京
音
楽
協
会
か
ら
パ
リ
の
著
作
権
聯

盟
に
対
し
、
プ
ラ
ー
ゲ
の
代
理
人
た
る
こ
と
を
拒
否
す
る
旨
を
打
電
し
た
が
、

パ
リ
か
ら
は
、
プ
ラ
ー
ゲ
は
日
本
に
於
け
る
唯
一
の
代
理
人
な
り
と
の
返
電
が

あ
っ
た
。
そ
こ
で
さ
し
も
鼻
息
の
荒
か
っ
た
読
売
新
聞
も
、
昭
和
九
年
十
一
月

八
日
の
紙
上
に
、
「
ド
ク
ト
ル
プ
ラ
ー
ゲ
は
法
定
代
理
人
」
と
云
う
見
出
し
で

次
の
よ
う
な
記
事
を
掲
載
し
た
。

　
○
社
団
法
人
東
京
音
楽
協
会
で
は
著
作
権
使
用
料
問
題
か
ら
パ
リ
著
作
権
聯

　
　
盟
（
カ
ル
テ
ル
・
デ
・
ソ
チ
エ
テ
ー
・
ド
ツ
エ
ル
）
の
代
理
人
ド
ク
ト
ル

　
　
・
プ
ラ
ー
ゲ
の
代
理
人
た
る
こ
と
を
拒
否
す
る
旨
通
告
し
た
の
に
対
し
て

　
　
去
る
十
月
四
日
パ
リ
の
カ
ル
テ
ル
か
ら
東
京
音
楽
協
会
宛
に
次
の
如
き
入

　
　
電
が
あ
っ
た
。
「
プ
ラ
ー
ゲ
氏
は
著
作
権
聯
盟
の
日
本
に
於
け
る
唯
一
の

　
　
法
定
代
理
人
で
あ
る
、
プ
ラ
ー
ゲ
氏
は
演
奏
禁
止
の
権
利
を
持
っ
て
い
る
、

　
　
聯
盟
は
プ
ラ
ー
ゲ
氏
に
料
金
の
基
準
を
立
て
る
事
を
委
任
す
る
。
聯
盟
は

　
　
直
接
の
支
払
を
拒
否
し
あ
ら
ゆ
る
無
承
認
の
演
奏
を
禁
止
す
る
」

　
　
従
っ
て
去
る
三
月
十
五
日
本
紙
に
掲
載
し
た
「
洋
楽
放
送
に
福
音
」
の
記

　
　
事
中
ド
ク
ト
ル
・
プ
ラ
ー
ゲ
に
関
し
て
「
ロ
ー
マ
条
約
に
よ
る
国
際
著
作

　
　
権
協
会
の
代
理
人
と
自
称
す
る
」
云
々
と
記
載
し
た
の
は
今
日
に
於
い
て

　
　
は
そ
れ
が
誤
解
と
判
明
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
　
　

　
　
　
　
　
四
　
皇
族
の
袖
に
隠
れ
ん
と
し
た
東
京
音
楽
学
校

　
無
軌
道
蹂
躙
戦
法
の
波
に
乗
っ
た
者
は
新
聞
社
や
民
間
の
楽
壇
人
だ
け
に
止

ま
ら
ず
、
文
部
省
直
轄
の
東
京
音
楽
学
校
に
も
及
ん
だ
。

　
東
京
音
楽
学
校
で
は
、
昭
和
九
年
二
月
十
七
日
と
同
年
十
月
三
十
一
日
の
両

度
に
亘
り
日
比
谷
公
会
堂
で
、
同
校
の
年
中
行
事
た
る
演
奏
会
を
開
催
し
て
、

外
国
著
作
権
を
侵
害
し
た
。
プ
ラ
ー
ゲ
か
ら
の
抗
議
に
対
し
て
「
無
礼
者
下
れ

！
」
と
一
喝
し
た
。
其
の
理
由
は
、

一
、
本
校
ノ
演
奏
ハ
一
般
民
間
ニ
於
ケ
ル
個
人
又
ハ
音
楽
団
体
等
ニ
依
ル
演
奏

　
ト
ハ
全
ク
其
性
質
ヲ
異
ニ
シ
…
…

二
、
当
日
ノ
参
聴
者
ノ
大
部
分
ハ
上
ハ
畏
ク
モ
久
邇
宮
殿
下
ヲ
始
メ
奉
リ
文
部

　
大
臣
ヲ
始
メ
政
府
要
路
者
外
交
団
貴
衆
両
院
議
員
全
員
…
…
ノ
招
待
者
ニ
シ

　
テ
…
…

等
々
で
あ
っ
た
。

　
筆
者
は
、
東
京
音
楽
学
校
の
態
度
に
対
し
て
公
憤
な
き
を
得
な
か
っ
た
。
苟

く
も
日
本
帝
国
の
締
結
し
た
国
際
条
約
は
、
国
内
法
と
同
様
に
之
を
遵
奉
す
る

こ
と
は
日
本
国
民
の
義
務
で
あ
り
、
文
部
省
直
轄
学
校
の
如
き
は
、
率
先
し
て

国
民
に
範
を
示
す
べ
き
で
あ
る
に
拘
わ
ら
ず
、
外
国
著
作
権
を
侵
害
す
る
旨
を

揚
言
す
る
の
は
怪
し
か
ら
ぬ
と
感
じ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
筆
者
が
最
も

憤
り
を
覚
え
た
の
は
、
官
立
学
校
の
演
奏
は
民
間
の
演
奏
と
異
な
り
、
切
捨
御

免
が
出
来
る
よ
う
に
思
い
上
が
っ
た
官

僚

根

性

と
、
其
の
演
奏
会
に
出
席
す
る

者
が
貴
顕
の
士
で
あ
る
な
ら
ば
、
戒
慎
に
戒
慎
を
重
ね
、
献
上
す
る
御
馳
走
の

材
料
を
も
吟
味
し
て
、
清
浄
潔
白
な
ら
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
筈
な
る
に
、
盗
品
を

献
上
し
て
迄
も
忠
義
振
ら
ん
と
す
る
下

素

根

性

と
で
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
東
京
音
楽
学
校
を
被
告
と
し
て
提
起
し
た
著
作
権
確
認
訴
訟
の
訴
状

の
末
尾
に
は
、

　
　
　
文
教
ノ
第
一
線
ニ
立
ツ
ヘ
キ
文
部
省
直
轄
ノ
学
校
カ
其
ノ
最
モ
重
ン
ス

　
　
ヘ
キ
日
本
国
ノ
国
法
ヲ
無
視
ス
ル
ニ
止
マ
ラ
ス
恐
レ
多
ク
モ
　
宮
殿
下
ノ

　
　
台
臨
ア
ラ
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ヲ
理
由
ト
シ
テ
著
作
権
ノ
侵
害
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ

　
　
書
面
ヲ
以
テ
明
示
ス
ル
ニ
至
リ
テ
ハ
実
ニ
　
宮
殿
下
ノ
袖
ニ
隠
レ
テ
非
理

　
　
不
法
ヲ
行
ハ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
皇
室
ノ
尊
厳
ヲ
冒
涜
ス
ル
ノ
罪
断
シ
テ
許
ス
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ヘ
カ
ラ
ス
大
義
ヲ
四
海
ニ
布
ク
コ
ト
ハ
実
ニ
日
本
国
ニ
於
ケ
ル
歴
代
一
貫

　
　
ノ
聖
旨
ナ
ル
ニ
此
ノ
大
御
心
ヲ
体
セ
サ
ル
吏
僚
カ
国
法
ヲ
無
視
シ
国
際
条

　
　
約
ヲ
蹂
躙
シ
徒
ラ
ニ
外
国
著
作
権
ヲ
侵
害
シ
テ
第
一
流
国
ノ
襟
度
ヲ
汚
辱

　
　
ス
ル
カ
如
キ
ハ
日
本
国
ノ
名
誉
ノ
為
メ
遺
憾
ニ
堪
ヘ
ス

と
記
載
さ
れ
て
い
た
。

　
此
の
訴
状
は
提
出
の
翌
日
被
告
東
京
音
楽
学
校
に
送
達
さ
れ
た
が
、
其
の
後

数
日
に
し
て
被
告
は
兜
を
脱
い
だ
。
筆
者
は
今
日
で
も
、
其
の
引
責
辞
職
を
未

然
に
防
止
し
た
東
京
音
楽
学
校
長
は
賢
明
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
五
　
無
軌
道
判
決

　
楽
壇
人
の
無
軌
道
蹂
躙
戦
法
も
万
更
馬
鹿
に
は
出
来
な
い
も
の
で
、
此
の
戦

法
の
尻
馬
に
乗
っ
て
拍
車
を
掛
け
る
判
事
様
が
東
京
区
裁
判
所
に
出
現
し
た
。

　
幕
末
文
久
二
年
に
は
薩
摩
の
奈
良
原
喜
左
衛
門
が
生
麦
事
件
を
惹
起
し
、
明

治
に
な
っ
て
か
ら
も
、
露
国
皇
太
子
に
切
り
付
け
た
津
田
三
蔵
や
、
李
鴻
章
を

狙
撃
し
た
平
山
六
之
助
な
ど
と
云
う
、
エ
ラ
イ
愛
国
者
が
飛
び
出
し
て
い
た
が

昭
和
の
聖
代
に
な
る
と
愛
国
者
は
日
本
刀
や
ピ
ス
ト
ル
を
棄
て
て
、
官
権
を
振

翳
す
。
い
ず
れ
が
危
険
で
あ
る
か
は
識
者
の
判
断
に
俟
つ
こ
と
と
し
て
、
先
ず

問
題
の
判
決
を
紹
介
し
て
置
こ
う
。

　
松
竹
少
女
歌
劇
団
が
外
国
の
歌
劇
（
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
と
マ
ダ
ム

・
バ
タ
フ
ラ
イ
）
を
無
断
上
演
し
た
た
め
、
外
国
著
作
権
者
か
ら
告
訴
さ
れ
、

松
竹
の
責
任
者
は
、
東
京
区
裁
判
所
の
検
事
局
で
略
式
で
罰
金
の
言
渡
を
受
け

た
が
、
之
に
対
し
正
式
裁
判
を
求
め
た
結
果
昭
和
十
一
年
の
十
二
月
二
十
八
日

に
言
渡
さ
れ
た
判
決
が
所
謂
「
問
題
の
判
決
」
な
の
で
あ
っ
て
、
其
の
要
旨
を

摘
記
す
る
と
、

一
、
我
著
作
権
法
第
二
十
八
条
ニ
依
レ
ハ
「
外
国
人
ノ
著
作
権
ニ
付
テ
ハ
条
約

　
ニ
別
段
ノ
規
定
ア
ル
モ
ノ
ヲ
除
ク
ノ
外
本
法
ノ
規
定
ヲ
適
用
ス
云
々
」
ト
ア

　
リ
而
シ
テ
…
…
ベ
ル
ヌ
条
約
中
ニ
ハ
著
作
権
譲
渡
ノ
効
力
乃
至
其
ノ
対
抗
力

　
ニ
関
ス
ル
問
題
ニ
付
テ
ハ
何
等
別
段
ノ
規
定
ト
目
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ヲ
設
ク
ル
コ

　
ト
ナ
キ
カ
故
ニ
著
作
権
譲
渡
ノ
効
力
乃
其
ノ
対
抗
力
ニ
関
ス
ル
問
題
ニ
付
テ

　
ハ
我
著
作
権
法
ノ
規
定
ヲ
適
用
ス
ヘ
キ
コ
ト
当
然
ニ
シ
テ
…

二
、
我
著
作
権
法
第
十
五
条
第
一
項
ニ
依
レ
ハ
「
著
作
権
ノ
相
続
譲
渡
質
入
ハ

　
其
ノ
登
録
ヲ
受
ク
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
以
テ
第
三
者
ニ
対
抗
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　
ス
」
ト
規
定
セ
リ

三
、
左
レ
ハ
…
…
告
訴
人
ハ
我
国
土
ニ
於
テ
著
作
権
法
並
著
作
権
法
施
行
規
則

　
ニ
則
リ
其
ノ
登
録
ヲ
為
サ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
…
…
然
ル
ニ
右
著
作
権
譲
受
ノ
登

　
録
ヲ
為
シ
タ
ル
事
実
ヲ
認
ム
ル
ニ
足
ル
証
拠
ナ
シ
然
ラ
ハ
告
訴
人
等
ハ
右
譲

　
受
事
実
従
テ
右
主
張
ノ
如
キ
著
作
権
被
侵
害
当
時
ノ
著
作
権
者
タ
リ
シ
事
実

　
ヲ
以
テ
被
告
人
其
他
ノ
第
三
者
ニ
対
抗
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
コ
ト
勿
論

で
あ
る
か
ら
、
日
本
国
で
登
録
を
受
け
て
い
な
い
告
訴
人
等
は
、
著
作
権
法
第

四
十
四
条
に
所
謂
被
害
者
で
な
く
、
被
害
者
で
な
い
者
の
為
し
た
告
訴
は
無
効

だ
か
ら
、
公
訴
を
棄
却
（
有
罪
無
罪
を
決
す
る
前
の
玄
関
払
い
）
す
る
と
云
う

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
六
　
ベ
ル
ヌ
条
約
の
規
定

　
右
の
判
決
で
は
、
著
作
権
の
譲
渡
の
効
力
や
対
抗
力
に
関
し
て
は
、
ベ
ル
ヌ

条
約
に
何
等
規
定
が
な
い
か
ら
、
日
本
の
著
作
権
法
の
規
定
を
適
用
す
る
と
判

示
し
て
い
る
が
、
ベ
ル
ヌ
条
約
の
第
四
条
の
第
一
項
で
は
、
条
約
加
盟
国
に
属

す
る
著
作
者
は
、
其
（
１
）
未
だ
公
に
せ
ざ
る
著
作
物
及
び
（
２
）
同
盟
の
一

国
に
於
い
て
初
め
て
公
に
し
た
る
著
作
物
に
関
し
、
同
盟
国
の
国
内
法
及
び
ベ

ル
ヌ
条
約
に
よ
る
権
利
を
享
有
す
る
旨
を
規
定
し
、
其
の
第
二
項
の
冒
頭
に
は
、
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「
右
権
利
ノ
享
有
及
行
使
ハ
何
等
方
式
ノ
履
行
ヲ
要
セ
ス
…
」
と
明
記
し
て
あ

る
。
外
国
著
作
権
は
登
録
其
の
他
の
手
続
を
践
ま
な
く
と
も
、
著
作
権
法
及
び

条
約
に
よ
る
保
護
を
受
け
る
と
云
う
の
が
、
其
の
趣
旨
で
あ
っ
て
、
斯
る
規
定

が
設
け
ら
れ
た
の
は
事
情
不
案
内
な
外
国
で
煩
雑
な
形
式
的
手
続
の
履
践
を
要

求
す
る
こ
と
の
極
め
て
困
難
で
あ
る
事
情
と
、
斯
る
手
続
履
践
の
た
め
に
手
数

を
掛
け
た
り
、
費
用
を
支
出
さ
せ
る
こ
と
に
し
て
は
、
著
作
権
保
護
の
実
を
挙

げ
得
な
い
と
云
う
事
情
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
外
国
著
作
権
の
行
使
を
簡
易
且
つ
迅
速
な
ら
し
め
る
が
た
め
に
は
、
右
の
如

く
権
利
の
享
有
及
び
行
使
に
関
し
方
式
の
履
行
を
要
求
し
な
い
ば
か
り
で
な
く
、

民
事
及
び
刑
事
の
訴
訟
に
於
け
る
立
証
方
法
に
関
し
て
も
、
深
甚
な
注
意
が
払

わ
れ
、
条
約
の
第
十
五
条
第
一
項
に
は
「
本
条
約
ニ
依
リ
保
護
セ
ラ
ル
ル
著
作

物
ノ
著
作
者
カ
反
対
ノ
証
拠
ア
ル
迄
真
正
ノ
著
作
者
ト
看
做
サ
レ
従
テ
同
盟
ノ

諸
国
ノ
裁
判
所
ニ
於
テ
偽
作
者
ニ
対
シ
テ
訴
訟
ノ
提
起
ヲ
許
容
セ
ラ
ル
ル
カ
為

ニ
ハ
其
ノ
名
カ
通
例
ノ
方
法
ニ
依
リ
其
ノ
著
作
物
ニ
表
示
セ
ラ
ル
ル
ヲ
以
テ
足

ル
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
此
の
規
定
は
原
著
作
者
を
標
準
と
し
て
立
言
さ
れ

て
い
る
け
れ
ど
も
、
前
記
の
如
き
権
利
の
推
定
を
受
け
る
者
を
原
著
作
者
の
み

に
限
定
す
る
の
趣
意
で
は
な
く
、
原
著
作
者
の
権
利
を
承
継
し
た
者
も
同
様
に

其
の
保
護
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
唯
原
著
作
者
が
右
の
よ
う
な
権
利
の
推
定
を

受
け
る
が
た
め
に
は
、
著
作
者
の
名
が
通
常
の
方
法
に
よ
り
其
の
著
作
物
に
表

示
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
足
り
る
の
で
あ
る
が
、
承
継
的
著
作
権
者
の
場
合
に
は

之
れ
以
外
に
、
相
続
し
た
と
か
、
譲
受
け
た
と
か
の
事
実
を
立
証
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
（
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
の
著
作
権
法
註
釈
四
五
三
頁
、
ゴ
ー
ル
ド
バ
ウ
ム
の
著
作

権
法
及
ベ
ル
ヌ
条
約
註
釈
三
〇
八
頁
参
照
）
と
云
う
点
が
異
な
る
だ
け
で
あ
る
。

　
然
る
に
右
の
よ
う
な
規
定
や
、
斯
る
規
定
の
出
来
た
理
由
な
ど
を
毛
頭
考
え

ず
、
条
約
中
に
は
何
等
別
段
の
規
定
な
し
と
し
て
、
前
示
の
如
き
判
決
を
下
す

こ
と
は
、
勇
敢
と
云
え
ば
勇
敢
で
あ
ろ
う
が
、
寔
に
危
険
千
万
で
は
あ
る
。

　
ベ
ル
ヌ
条
約
の
第
四
条
や
第
十
五
条
で
は
、
著
作
者
（U

rheber

）
と
云
う

言
葉
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
此
の
言
葉
が
原
始
的
著
作
権
者
の
意
味
で
、
相

続
人
や
譲
受
人
の
よ
う
な
承
継
的
著
作
権
者
を
包
含
し
な
い
も
の
だ
と
し
て
も

之
は
条
約
が
規
定
の
便
宜
上
、
著
作
権
の
移
転
の
行
わ
れ
て
い
な
い
、
最
も
通

常
な
場
合
を
標
準
と
し
て
立
言
し
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
承
継
的
著
作
権

者
が
、
原
始
的
著
作
権
者
の
一
切
の
権
利
を
承
継
（
承
継
不
可
能
な
人
格
的
権

利
は
除
外
せ
ね
ば
な
る
ま
い
）
し
て
、
著
作
者
と
し
て
の
保
護
を
受
け
る
こ
と

に
関
し
て
は
、
毫
も
異
論
の
存
し
な
い
所
で
あ
る
。
従
っ
て
ベ
ル
ヌ
条
約
中
の

「
著
作
者
」
に
関
す
る
規
定
は
特
に
之
を
原
始
的
著
作
権
者
の
み
に
限
局
す
る

特
段
な
る
理
由
の
存
し
な
い
限
り
、
原
始
的
た
る
と
承
継
的
た
る
と
を
問
わ
ず
、

一
切
の
著
作
権
者
に
適
用
さ
る
べ
き
こ
と
勿
論
で
あ
っ
て
、
著
作
権
の
譲
受
人

が
其
の
権
利
を
行
使
す
る
場
合
に
も
、
ベ
ル
ヌ
条
約
の
第
四
条
第
二
項
や
第
十

五
条
の
適
用
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
七
　
登
録
に
関
す
る
大
審
院
判
例

　
著
作
権
者
が
偽
作
者
（
不
法
行
為
者
）
に
対
し
て
、
損
害
賠
償
を
請
求
し
た

り
、
偽
作
を
差
止
め
た
り
、
告
訴
を
提
起
し
た
り
す
る
等
、
其
の
権
利
を
対
抗

す
る
場
合
に
は
、
登
録
し
な
く
と
も
よ
い
と
云
う
こ
と
は
、
古
く
か
ら
の
大
審

院
判
例
で
あ
っ
て
、
昭
和
七
年
の
七
月
九
日
に
も
同
様
な
判
例
が
出
て
い
る
。

　
土
地
や
家
屋
の
登
記
に
就
い
て
も
、
数
十
年
来
同
一
趣
旨
の
判
例
が
繰
返
さ

れ
て
居
り
、
学
説
の
上
で
も
何
人
も
異
論
を
挿
む
者
は
な
い
。
乙
が
甲
か
ら
家

屋
を
買
受
け
て
所
有
し
て
い
た
所
、
丙
が
其
の
家
屋
に
放
火
し
た
の
で
、
乙
が

丙
に
対
し
放
火
に
因
る
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
場
合
に
、
丙
が
乙
に
対
し
「
お

前
は
家
を
買
っ
た
と
云
う
け
れ
ど
登
記
を
し
て
い
な
い
か
ら
俺
は
損
害
賠
償
を
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支
払
わ
ぬ
」
と
主
張
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
位
の
こ
と
は
、
判
例
と
か
法
律

と
か
を
持
出
さ
な
く
と
も
、
常
識
で
判
断
の
出
来
る
こ
と
で
あ
る
。

　
他
人
の
著
作
権
を
侵
害
し
て
損
害
賠
償
の
請
求
を
受
け
た
場
合
に
、
侵
害
者

が
著
作
権
者
に
対
し
て
、
著
作
権
の
譲
受
に
関
し
登
録
の
な
か
っ
た
こ
と
を
理

由
と
し
て
、
損
害
賠
償
金
の
支
払
を
拒
絶
し
得
る
も
の
だ
と
仮
定
す
れ
ば
、
果

し
て
如
何
な
る
結
果
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
原
著
者
か
ら
賠
償
を
請
求
す
れ
ば
、

「
お
前
の
権
利
は
既
に
他
人
に
譲
渡
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
其
の
譲
受
人
か
ら

の
請
求
が
あ
れ
ば
格
別
、
お
前
に
支
払
う
べ
き
で
な
い
」
と
支
払
を
拒
絶
す
る

に
相
違
な
い
。
譲
受
人
が
其
の
後
に
な
っ
て
登
録
を
し
て
も
、
登
録
以
前
に
於

け
る
損
害
は
賠
償
せ
ぬ
と
云
う
こ
と
に
な
り
、
結
局
登
録
の
な
い
場
合
に
は
、

権
利
侵
害
は
御
勝
手
次
第
に
な
っ
て
、
悪
人
に
凱
歌
が
挙
が
ろ
う
。

　
然
る
に
我
が
勇
敢
な
る
東
京
区
裁
判
所
判
事
は
、
右
の
如
き
大
審
院
の
判
例

と
云
う
よ
り
も
一
般
取
引
上
の
常
識
を
無
視
し
、
著
作
権
に
つ
き
登
録
が
し
て

な
い
か
ら
、
侵
害
（
偽
作
）
に
つ
き
告
訴
し
て
も
駄
目
だ
と
の
判
決
を
言
渡
し

た
。
判
事
は
裁
判
に
関
し
て
は
何
人
か
ら
も
制
肘
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
不
羈
独

立
の
地
位
を
有
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
大
審
院
の
判
例
だ
か
ら
と
云
っ
て
、
必

ず
し
も
之
に
盲
従
す
べ
き
義
務
は
な
い
。
　
　
実
の
所
一
般
の
判
事
諸
公
が

「
上
級
審
で
破
ら
れ
な
い
よ
う
に
」
と
云
う
こ
と
を
目
安
に
せ
ず
、
「
事
案
の

真
相
を
究
明
し
て
事
案
に
妥
当
す
る
裁
判
を
」
目
標
に
努
力
す
る
こ
と
は
大
い

に
望
ま
し
い
。
そ
の
た
め
に
は
大
審
院
の
判
例
に
対
し
て
も
再
検
討
を
加
え
、

其
の
誤
謬
を
正
す
位
の
意
気
込
は
是
非
あ
っ
て
欲
し
い
。
　
　
だ
が
然
し
、
大

い
に
自
負
せ
ん
と
す
る
者
は
、
其
の
自
負
に
相
応
し
い
努
力
を
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
其
の
努
力
が
伴
わ
な
か
っ
た
ら
自﹅
負﹅
病﹅
患﹅
者﹅
に
堕
す
る
。
例
の
判
事

の
勇
敢
さ
は
何
人
も
之
を
認
め
る
で
あ
ろ
う
が
、
其
の
自
負
に
相
応
し
い
努
力

の
跡
の
見
る
べ
き
も
の
が
な
く
て
、
寧
ろ
努
力
を
為
さ
ざ
り
し
形
跡
の
顕
著
な

る
も
の
あ
る
を
筆
者
は
遺
憾
に
思
う
。

　
　
　
　
　
八
　
無
軌
道
判
決
の
影
響

　
右
の
判
決
が
新
聞
紙
上
に
大
々
的
に
報
道
さ
れ
、
「
プ
ラ
ー
ゲ
旋
風
終
熄
」

が
伝
え
ら
れ
た
た
め
、
外
国
著
作
権
の
侵
害
は
激
増
し
た
。
和
解
話
の
ほ
ぼ
纏

っ
て
い
た
分
も
悉
く
掌
を
返
す
が
如
く
、
其
の
態
度
を
一
変
し
た
。
然
し
自
ら

種
を
播
い
た
者
は
自
ら
刈
取
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
右
の
判
決
に
煽
動
さ
れ
て
行
わ

れ
た
無
軌
道
的
侵
害
は
、
軌
道
あ
る
法
律
の
力
で
次
か
ら
次
へ
と
征
服
さ
れ
た
。

今
日
に
な
っ
て
見
れ
ば
、
無
軌
道
判
決
を
怨
む
者
は
、
プ
ラ
ー
ゲ
自
身
で
は
な

く
て
、
之
に
煽
動
さ
れ
て
著
作
権
を
侵
害
し
た
人
達
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
×

　
以
上
述
べ
た
よ
う
な
次
第
で
あ
る
か
ら
、
プ
ラ
ー
ゲ
旋
風
は
起
る
べ
く
し
て

起
っ
て
お
り
、
然
し
て
之
を
起
し
て
い
る
者
は
プ
ラ
ー
ゲ
自
身
で
は
な
く
て
、

寧
ろ
楽
壇
人
で
あ
る
と
云
え
る
。
プ
ラ
ー
ゲ
は
単
身
日
本
に
乗
込
ん
で
、
孤
軍

奮
闘
を
続
け
て
い
る
が
、
其
の
武
器
は
法
律
と
条
約
で
あ
り
、
其
の
戦
術
は
飽

迄
も
合
理
合
法
で
あ
る
。
然
る
に
楽
壇
人
の
遣
り
口
は
何
う
で
あ
る
か
？
　
徹

頭
徹
尾
非
合
理
非
合
法
で
あ
る
。
沢
山
の
頭
数
を
並
べ
て
騒
ぎ
立
て
る
だ
け
で
、

何
等
為
す
所
も
な
く
、
プ
ラ
ー
ゲ
に
順
次
征
服
さ
れ
て
い
る
為
体
は
日
本
人
の

恥
曝
し
だ
。
昨
年
プ
ラ
ー
ゲ
が
一
寸
帰
国
し
た
ら
、
之
を
機
会
に
再
入
国
を
禁

止
せ
ん
と
策
す
る
が
如
き
心
術
で
は
、
プ
ラ
ー
ゲ
に
征
服
さ
れ
て
悲
鳴
を
挙
げ

る
位
が
分
相
応
で
あ
っ
て
、
プ
ラ
ー
ゲ
旋
風
は
、
筆
者
を
し
て
言
わ
し
む
れ
ば
、

国
辱
的
旋
風
で
あ
る
。

　
惟
う
に
、
プ
ラ
ー
ゲ
旋
風
を
捲
起
し
て
い
る
者
は
、
プ
ラ
ー
ゲ
で
は
な
く
実

は
楽
壇
人
自
ら
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
此
の
旋
風
を
解
消
さ
せ
る
に
は
、
先
ず
以

て
楽
壇
人
が
反
省
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
合
理
合
法
な
対
策
を
講
ぜ
ね
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ば
な
る
ま
い
。
日
本
人
の
魂
を
置
き
忘
れ
た
よ
う
な
連
中
が
、
外
国
音
楽
の
糟

粕
を
嘗
め
て
い
る
の
さ
え
、
少
な
か
ら
ず
疳
に
触
っ
て
い
る
の
に
、
犯
罪
を
犯

し
て
ま
で
糟
粕
が
嘗
め
た
い
と
云
う
に
至
っ
て
は
、
最
早
や
我
慢
が
出
来
か
ね

る
。
幕
末
に
勝
海
舟
は
、
和
蘭
か
ら
買
入
れ
た
咸
臨
丸
を
日
本
人
の
み
の
手
で

運
転
し
、
太
平
洋
を
横
断
し
て
米
国
に
渡
っ
て
い
る
。
楽
壇
の
人
達
に
も
此
の

位
の
心
懸
け
は
望
ま
し
く
、
洋
楽
を
や
る
に
し
て
も
、
日
本
人
の
作
曲
で
日
本

独
特
の
発
達
を
遂
げ
し
め
る
よ
う
努
力
し
て
貰
い
た
い
も
の
だ
。
外
国
音
楽
の

糟
粕
を
嘗
め
て
い
た
の
で
は
、
日
本
人
の
生
活
は
美
化
さ
れ
も
せ
ね
ば
豊
富
に

も
な
ら
ぬ
。
日
本
人
が
紅
毛
碧
眼
に
染
色
し
た
ら
、
醜
悪
以
外
の
何
者
で
も
な

か
ろ
う
。
然
る
に
徒
ら
に
プ
ラ
ー
ゲ
旋
風
を
恐
怖
す
る
の
み
で
、
毫
も
為
す
所

を
知
ら
ぬ
現
状
は
、
腑
甲
斐
な
き
限
り
で
あ
っ
て
、
筆
者
が
プ
ラ
ー
ゲ
旋
風
を

国
辱
的
旋
風
だ
と
云
う
理
由
も
茲
に
あ
る
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
戦
時
下
の
人
権
擁
護
　
　
弁
護
士
山
下
博
章
の
論
争
　
」
研
文
社

　
　
　2000
（
平
成12

）
年6

月20

日
初
版
発
行

初
出
：
「
法
律
新
聞
　
第
四
一
四
五
、
四
一
四
六
号
」

　
　
　1937

（
昭
和12
）
年7

月3

日
、5

日

入
力
：
鈴
木
厚
司

校
正
：
ク
ッ
キ
ー
缶

2013

年6

月14

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.

aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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